
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

」

向
け
て

自
治
会
長

小
西
末
男

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様

方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
自
治
会
活
動
に
格
別
の

ご
厚
情
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
新
市
長
の
誕
生
に

よ
り
、
近
江
八
幡
市
政
も
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た

「
千
僧
供

。

町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
に
お
か
れ

ま
し
て
も
新
年
度
の
活
動
計
画
に
基

き
、
着
実
に
活
動
の
場
を
広
げ
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
確
信
致
し
て
お
り

ま
す
。

平
成
十
二
年
四
月
に
地
方
分
権
一

括
法
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
国
が

行
っ
て
き
た
様
々
な
事
務
や
権
限
が

地
方
へ
移
譲
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
近
江
八
幡
市
に
お
い
て

も
（
仮
称
）
近
江
八
幡
市
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
素
案
が
策
定
さ

れ
、
現
在
そ
れ
に
付
い
て
の
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
各
学
区
で
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
地
方
分
権
化
が
進

、

（

）

む
中
で

ま
ち
づ
く
り
は
市

行
政

と
の
協
働
が
大
切
な
要
件
と
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
も
多
岐

に
渡
り
、
そ
の
存
在
も
大
き
く
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
と
考
え
ら

れ
、
今
以
上
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

今
日
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
培
わ

れ
た
知
識
と
経
験
を
充
分
活
か
し
、

常
に
前
向
き
に
ま
ち
づ
く
り
運
動
を

展
開
さ
れ
、
千
僧
供
町
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
設
立
の
理
念
『
誰
も
が
住
み

や
す
い
と
感
じ
る
町
、
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
町
』
の
実
現
に
向
け
、

新
年
を
迎
え
心
も
新
た
に
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
僧
供
町
で

見
学
講
習
会
開
催

近
江
八
幡
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
十
五
名
の
み
な
さ
ん
が
、
九
月
二

十
六
日
（
火
）
見
学
講
習
会
に
来
ら

れ
ま
し
た
。
近
江
八
幡
観
光
物
産
協

会
の
依
頼
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
が
案
内
を
務
め

会
議
所
で

千

、

「

僧
供
町
の
マ
ッ
プ

・

住
蓮
房
・

」

「

安
楽
房
の
物
語

・

千
僧
供
町
の

」

「

紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
に
よ
る
概
略

説
明
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
現
地
説
明

会
を
行
い
ま
し
た
。

供
養
塚
古
墳
・
住
蓮

坊
首
洗
い
池
・
住
蓮
坊

古
墳
・
岩
塚
古
墳
・
椿

神
社
と
順
次
説
明
し
て

歩
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
会
議
所
に

て
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
こ

の
よ
う
な
ガ
イ
ド
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
も
見
学
者
の
か
た
な

ど
出
会
わ
れ
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
と
も
気
軽
に
説
明

し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

最
近
、
住
蓮
房

に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
が
た
く
さ

ん
市
に
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
の
事
で

す
。

、 、『 、まちのシンボル供養塚古墳をベースに 中央に椿の花を配したこのマークは 完璧な魅力と誇り
つつしみ深くて気取らない優美さ』の意味をもち、魅力ある町にとの思いを表現しています。
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去
る
十
月
二
十
九
日
、
今
年
も
馬

渕
学
区
文
化
祭
に
“
千
僧
供
町
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
バ
ザ
ー
”
を
出
店
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

千
僧
供
町
の
皆
さ
ま
の
多
大
な
ご

協
力
の
お
か
げ
で
、
当
文
化
祭
に
は

三
年
連
続
の
参
加
と
、
回
を
重
ね
る

毎
に
地
域
の
方
々
や
主
催
者
に
喜
ん

で
い
た
だ
き
、
こ
の
バ
ザ
ー
も
い
よ

い
よ
定
着
し
て
き
た
な
と
実
感
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

提
供
い
た
だ
い
た
生
活
必
需
品
や

取
れ
た
て
の
新
米
や
貴
重
な
糯
米
、

さ
ら
に
は
新
鮮
野
菜
な
ど
、
質
・
量

共
に
年
を
追
う
毎
に
充
実
し
、
買
い

求
め
に
来
ら
れ
た
人
た
ち
か
ら
、
こ

う
し
た
千
僧
供
の
取
り
組
み
に
と
て

も
関
心
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し

く
交
流
を
図
り
な
が
ら
「
売
り
手
良

、

、

」

し

買
い
手
良
し

品
物
な
お
良
し

で
、
総
額
十
二
万
一
千
二
百
十
五
円

の
高
収
益
を
あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
特
に
、
生
ま
れ
つ

き
身
体
に
障
害
が
あ
り
、
市
内
に
在

住
し
て
お
ら
れ
る
森
さ
ん
（
七
十
二

才
）
が
、
毎
日
服
用
し
て
お
ら
れ
る

薬
の
瓶
を
利
用
し
て
、
十
二
才
の
と

き
に
覚
え
ら
れ
た
竹
細
工
の
技
術
を

生
か
し
た
、
一
輪
挿
し
の
製
作
を
し

て
お
ら
れ
る
と
の
紹
介
を
い
た
だ

き
、
何
か
の
形
で
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
れ
ば
と
、
早
速
こ
の
バ
ザ
ー
で
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
コ
ー
ナ
ー
で
は
紹
介
文
を
掲

示
し
、
メ
ン
バ
ー
の
熱
心
な
案
内
も

あ
り
用
意
い
た
だ
い
た
五
十
個
の
一

輪
挿
し
を
、
多
く
の
方
々
に
買
い
求

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
後
日
、
森
さ
ん
に
一
輪
挿
し
の

売
上
金
一
万
数
千
円
を
お
届
け
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
々

の
温
か
い
善
意
の
お
か
げ
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
委
員
会
で
は
、
今
回
上
げ

さ
せ
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
収
益
金

を
基
に
、
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を

め
ざ
し
ま
す
の
で
、
町
内
の
皆
さ
ま

に
は
ひ
き
つ
づ
き
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
バ
ザ
ー
当
日
の
文
化
祭
で
体
育

館
に
展
示
さ
れ
た
恒
例
の
綺
麗
に

飾
ら
れ
た
千
僧
供
町
の
左
義
長
）

Ｋ
Ｊ
法

「
生
活
改
善
と
祭
り
」

ラ
ウ
ン
ド
３
の
「
生
活
改
善
本
質

追
求
ラ
ウ
ン
ド
」
は
、
広
報
に
よ
り

町
民
の
み
な
さ
ん
に
発
表
済
み
で

す
。
ラ
ウ
ン
ド
３
・
５
の
「
方
針
ラ

ウ
ン
ド
」
と
ラ
ウ
ン
ド
５
の
「
具
体

」

、

策
ラ
ウ
ン
ド

を
終
え
ま
し
た
の
で

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
今
年
度
中

（
３
月
）
に
自
治
会
長
に
提
言
す
る

予
定
で
す
。

「
祭
り
」
も
同
様
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
千
僧
供
に
は
、
現
在
ど
の

よ
う
な
行
事
が
年
間
通
し
て
あ
る
の

か
、
ま
た
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
い

て
い
る
の
か
な
ど
を
、
自
治
会
の
年

間
行
事
計
画
表
に
基
づ
い
て
模
索
中

で
す
。
長
老
さ
ん
な
ど
お
持
ち
の
資

料
を
写
さ
せ
て
頂
い
て
、
た
く
さ
ん

の
資
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。
入
手
す

る
ほ
ど
絡
み
合
い
う
ま
く
複
雑
に
な

っ
て
い
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
に

う
ま
く
マ
ッ
チ
し
た
方
法
を
実
行
し

な
が
ら
勘
案
中
で
す
。
途
中
経
過
に

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
ち
ら

に
つ
い
て
も
今
年
度
中
に
自
治
会
長

に
提
言
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
住
宅
案
内
板
」

第
二
弾
は
、
資
料
館
の
建
物
の
道

路
側
の
壁
に
取
り
付
け
る
予
定
で

す
。
そ
こ
に
あ
う
大
き
さ
の
離
れ
て

見
て
も
わ
か
る
よ
う
な
も
の
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
資
料
館
の
準
備
が

で
き
し
だ
い
取
り
付
け
る
予
定
を
し

て
い
ま
す
。
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千
僧
供
町
ま
ち
づ
く
り

イ
ベ
ン
ト
２
０
０
６

九
月
三
日
（
日
）
に
行
わ
れ

た
恒
例
の
八
朔
行
事
奉
納
相
撲

の
あ
と
、
午
後
三
時
か
ら
会
議

所
で
行
な
わ
れ
ま
し
た

【
第
一

。

部
】
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活

動
報
告
と
題
し
て
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
テ

レ
ビ
さ
ん
に
い
ま
ま
で
の
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
の
活
動
の
放
送

を
編
集
し
て
い
た
だ
い
た
も
の

を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
ビ
デ

オ
放
映
で
見
て
い
た
だ
き
な
が

ら
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
足

あ
と
・
現
在
の
取
り
組
み
・
今

後
の
活
動
計
画
」
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。
大
変
う
ま

く
編
集
さ
れ
て
い
る
ビ
デ
オ
に

関
心
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
あ

と

当
時
の
川
端
市
長
か
ら

地

、

、「

域
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
て

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自

分
の
や
っ
て
き
た
事
、
熱
心
に

前
向
き
に
取
り
組
む
心
に
時
間

を
忘
れ
る
よ
う
な
熱
弁
を
ふ
る

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
長

さ
ん
を
お
迎
え
で
き
た
こ
と
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
は
皆
さ
ん
に
大
変
興

味
を
も
っ
て
集
ま
っ
て
も
ら
え

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て

【
第
二
部
】
少
子
高
齢

、

化
が
進
む
現
代
社
会
、
老
人
介

護
の
問
題
は
他
人
事
で
は
な
く

な
っ
て
来
ま
す
。
私
た
ち
は
ど

の
よ
う
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

「
明
日

、

は
我
が
身
、
〜
老
人
介
護
と
助

け
合
い
〜
」
と
題
し
た
ビ
デ
オ

。

、

を
鑑
賞
し
ま
し
た

そ
の
中
で

介
護
の
現
状
や
サ
ー
ビ
ス
・
福

祉
・
介
護
保
険
の
変
更
点
・
地

域
の
あ
り
か
た
な
ど
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
当
面
の
事
業
と
今
後
の
活

動
と
方
針
を
再
度
確
認
す
る
た

め
に
も
記
し
て
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
の
報
告
と
し
ま
す
。

（
当
面
の
事
業
）

・
仮
称
「
ま
ち
の
手
作
り
歴
史
資

料
館
」
整
備
事
業
着
手

・
千
僧
供
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
と
有
効
活
用

（
今
後
の
活
動
と
方
針
）

『
誰
も
が
住
み
や
す
い
と
感
じ
る

町
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
』

の
実
現
を
目
指
す
た
め

①
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
礎
と
し

委
員
会
の
四
つ
の
柱
に
即
し
た
事

業
の
推
進
に
努
め
る
。

②
委
員
会
活
動
の
更
な
る
充
実
の
た

め
、
委
員
相
互
が
尊
重
し
、
協
議

と
合
意
に
よ
り
事
業
に
当
た
る
。

③
活
動
に
よ
る
過
度
な
負
担
を
避
け

体
力
が
あ
り
永
く
存
続
で
き
る
運

営
と
、
組
織
の
充
実
に
努
め
る
。

④
町
民
み
ん
な
の
意
見
を
取
り
入
れ

た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

⑤
自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
機
関

団
体
の
活
動
の
精
神
を
尊
重
し
、

協
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
努
め
る
。

委
員
会
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー
を
さ
が
し
て

い
ま
す
。
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
い

つ
で
も
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ

と
、
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
ご
意
見
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

編
集
後
記

新
し
く
若
い
チ
カ
ラ
を
得
て
、
第

七
号
の
発
刊
が
出
来
ま
し
た
。
よ
り

身
近
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
。
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千
僧
供
探
訪

新五
月
祭
り
（
五
月
二
日
）
の
朝

【

】

早
く
か
ら
一
番
鉦

い
ち
ば
ん
が
ね

・
二
番
鉦
・
三
番
鉦
が
鳴
り
、
裃
姿

【
か
み
し
も
す
が
た
】
の
人
達
に
よ

り
、
馬
見
岡
神
社
、
椿
神
社
で
ど
の

よ
う
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、

町
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
卯
の
刻
渡
り
に
つ
い
て
調
べ

て
み
ま
し
た
。
行
事
の
進
行
は
、
文

、

、

書
に
て
残
っ
て
い
ま
す
が

今
回
は

現
代
文
（
馬
場

つ
た
著
）
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

、

【

】

ま
た

四
村
寄
り

よ
む
ら
よ
り

諸
事
順
繰
表
を
掲
載
し
ま
し
た
。
各

省
略
文
字
の
表
す
意
味
は
、
平
成
一

九
年
度
（
亥
【
い
】
の
年
）
で
あ
れ

ば
、
大
囃
し
【
お
お
ば
や
し
】
は
、

（
千
僧
供

・
寄
合
酒
【
よ
り
あ

千

）

い
ざ
け

（
四
村
寄
り
の
当
番
・
馬

】

西

見
岡
神
社
松
明
造
り
当
番
）
は
、

（

）

【

】

馬
渕

・
駕
輿
丁

か
よ
ち
ょ
う

（

）【

】

神
輿
当
番

み
こ
し
と
う
ば
ん

、

（

）

（

）

は

千
僧
供

と

印

岩
倉

千

○

で
す
。

卯
の
刻
渡
り

③（
う
の
こ
く
わ
た
り
）

五
月
祭
禮
卯
之
刻
渡
り
定
式

一
、
千
僧
供
村
大
囃
し
の
年
、
壱
・

弐
・
参
番
の
鉦
を
打
鳴
ら
し
、
村

人
に
社
参
の
合
図
を
出
す
。

参
番
鉦
に
て
村
人
馬
場
列
継
場
へ

整
列
し
て
、
出
立
の
神
酒
を
戴
き
、

西
村
々
人
の
法
御
を
待
ち
居
る
。

西
村
々
人
、
下
市
場
街
道
へ
渡
御

す
る
。
同
時
に
役
人
は
、
松
明
を
燃

や
し
、
日
鉾
の
先
に
立
ち
、
鉦
・
太

鼓
を
鳴
ら
し
、
村
人
小
笹
松
明
を
燃

し
、
列
を
整
え
、
渡
御
進
行
す
。

千
僧
供
村
人
、
中
道
渡
り
道
へ
出

で
た
る
時
、
南
村
は
、
字
高
ノ
瀬
道

（

）

、

通
称

宮
平
裏

へ
松
明
を
立
て

出
立
の
合
図
を
な
す
。

千
僧
供
は
、
西
村
（
馬
淵

・
南

）

村
（
岩
倉
）
双
方
の
進
行
を
見
計
り

て
休
み
つ
つ
、
順
次
（
通
称

ト
ギ

ス
塚
）
へ
着
く
。

中
道
橋
で
休
む
時
、
西
村
お
つ
た

て
地
蔵
の
所
、
南
村
五
条
橋
越
の
程

度
で
休
み
、
最
後
に
千
僧
供
村
・
西

村
七
度
半
使
ひ
の
定
位
置
に
止
ま

。

。

る

此
時
南
村
ど
う
ど
の
所
迄
来
る

而
す
る
時
、
神
掌
・
神
女
・
社
守

松
明
を
燃
し
、
社
参
に
向
す
。

千
僧
供
村
役
人
は
神
掌
等
拝
殿
着

御
の
松
明
合
図
を
見
、
下
の
広
場
へ

捨
て
た
時
、
千
僧
供
村
役
人
よ
り
西

村
役
人
へ
、
小
囃
先
行
の
使
者
を
出

す
。
こ
の
時
、
松
明
を
倒
す
。

之
に
対
し
西
村
役
人
よ
り
千
僧
供

村
役
人
へ
先
行
承
諾
の
使
者
を
出
す

（
全
て
使
い
は
無
言

。
）

而
し
て
、
西
村
小
囃
は
、
松
明
を

燃
し
、
出
立
す
。

千
僧
供
村
小
囃
も
松
明
を
燃
し
、

之
に
続
く
。

西
村
小
囃
役
人
は
南
村
役
人
へ
右

同
様
へ
右
同
様
の
使
者
を
出
す
。
南

村
役
人
は
之
に
対
し
、
承
諾
の
使
者

を
出
す
。

南
村
小
囃
先
に
立
ち
西
村
・
千
僧

供
村
順
次
境
内
所
定
の
位
置
に
入
込

む
。南

村
松
明
大
囃
・
日
鉾
に
つ
か
ん

た
め
、
山
を
降
り
れ
ば
、
西
村
役
人

よ
り
千
僧
供
村
役
人
へ
、
大
囃
・
鉾

渡
御
の
使
者
を
遣
わ
す
。

之
に
対
し
、
千
僧
供
村
役
人
渡
御

先
行
の
承
諾
の
使
者
を
出
す

（
こ

。

の
時
松
明
倒
す
）

而
し
て
千
僧
供
村
役
人
、
松
明
・

日
鉾
・
鉦
・
太
鼓
を
鳴
ら
し
、
村
人

、

。

列
し
て
先
に
立
ち

西
村
次
ぎ
渡
る

社
前
県
道
壱
県
半
手
前
に
止
ま

る
。
南
村
役
人
よ
り
、
大
囃
渡
御
の

使
を
遣
わ
す
。
千
僧
供
村
役
人
之
に

答
禮
の
使
を
出
し
、
千
僧
供
村
・
西

村
・
南
村
の
順
に
馬
見
岡
神
社
々
に

参
じ
、
鉾
・
鉦
・
太
鼓
は
、
石
段
定

位
置
に
止
ま
る
。

西
村
酒
司
顔
付
す
。

終
わ
っ
て
、
南
村
壱
番
・
西
村
弐
番

・
千
僧
供
村
参
番
に
狂
言
を
催
す
。

次
に
千
僧
供
村
役
人
・
村
人
・
日

鉾
・
鉦
・
太
鼓
を
奉
持
し
、
神
前
に

於
い
て
、
一
、
二
、
三
、
四
回
と
分

け
鉾
を
立
て
、
参
回
ヅ
ツ
回
転
し
て

、

、

定
位
置
に
付
く

西
村
・
南
村
同
前

南
村
拝
殿
前
の
石
に
立
て
れ
ば
、
千

僧
供
村
「
ハ
ヤ
ラ
コ
」
と
言
ひ
、
拝

殿
を
廻
り
、
千
僧
供
村
・
西
村
渡
御

還
帰
す
。

南
村
は
、
其
の
場
所
よ
り
還
る
。

椿
神
社
へ
参
向
す
。

一
、
小
囃
は
、
最
初
社
内
に
、
入
込

み
の
順
に
椿
社
へ
向
う
。

一
、
椿
社
渡
御
の
際
、
西
村
々
人
は

楼
門
の
北
方
溜
所
・
鉾
・
鉦
・
太

鼓
は
楼
門
の
南
方
、
千
僧
供
村
は
、

西
村
の
南
方
、
南
村
は
、
千
僧
供
村

々
人
溜
所
の
南
方
、
椿
神
社
、
神
輿

還
御
を
待
ち
居
る
。

而
し
て
、
高
ノ
瀬
下
馬
橋
に
於
い

て
、
烏
鳥
を
抜
き
取
り
、
社
守
奉
持

（
当
神
社
は
、
坂
本
日
吉
神
社
の
移

し
に
て
山
王
祭
よ
り
先
に
な
る
故
、

遠
慮
す
る
意
味
な
り
）

神
輿
拝
殿
に
着
後
し
た
る
時
、
九

郎
三
良
の
合
図
に
依
り
、
西
村
々
人

大
囃
・
小
囃
共
に
先
に
立
ち
、
次
千

僧
供
村
々
人
、
鉾
・
笹
共
楼
門
前
の

明
神
分
水
標
準
石
の
広
き
方
よ
り
境

内
に
入
込
む
。

南
村
は
、
狭
き
方
を
入
る
。
西
村

々
人
鉾
・
太
鼓
・
溜
所
は
拝
殿
の
東

南
・
小
囃
笹
踊
り
は
北
方
、
千
僧
供

村
々
人
鉾
溜
り
の
な
ぎ
の
木
方
・
小

囃
は
西
村
の
東
方
、
南
村
は
、
楼
門

の
屋
根
に
寄
掛
け
る
。

而
し
て
西
村
・
千
僧
供
村
・
南
村

の
順
に
狂
言
催
す
。
終
わ
り
て
南
村

先
に
西
村
・
千
僧
供
村
の
順
に
退

社
、
笹
返
し
に
向
か
う
。

（
椿
社
の
諸
式
は
毎
年
不
変
な
り
）

平
成
一
七
年
度
よ
り
交
通
事
情
に
よ
り

七
度
半
の
使
い
（
波
線
の
部
分
）
は
、

廃
止
に
な
り
、
馬
見
岡
神
社
で
略
式
の

七
度
半
の
使
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
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